
（
一
）
沙
門
勝
道
山
水
を
歴 へ

て
玄 げ

ん

珠 じ
ゅ

を
瑩 み

が

く
碑 

序
を
并
せ
た
り 

  

『
性
霊
集
』
（
真
済
編
、
十
巻
）
に
所
収
の
こ
の
碑
文
は
、
弘
仁
五
年
（
八
一
四
）
弘
法
大
師
空
海
が
、

日
光
山
（
男
体
山
）
の
開
山
勝
道
上
人
の
開
山
行
跡
を
讃
え
た
碑
文
で
あ
る
。
大
師
は
勝
道
上
人
と
時
代

が
ち
が
い
面
識
は
な
か
っ
た
が
、
下
野
国
出
身
の
伊
博
士
と
い
う
官
人
の
依
頼
と
同
博
士
か
ら
の
情
報
に

基
づ
い
て
書
い
た
と
末
尾
に
記
し
て
い
る
。
こ
の
碑
文
の
影
響
か
ら
か
、
日
光
に
は
弘
法
大
師
が
実
際
に

来
て
い
る
と
い
う
伝
え
が
あ
る
。
な
お
、
伊
博
士
に
つ
い
て
の
詳
伝
は
不
明
で
、
学
識
豊
か
な
帰
化
人
の

官
職
で
一
時
期
下
野
国
に
下
向
し
て
い
て
、
帰
京
後
大
師
に
そ
の
碑
文
を
頼
ん
だ
、
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。 

 

●
本
文
：
蘇
巓
鷲
嶽 

異
人
所
都 

達
水
龍
坎 

靈
物
斯
在 

所
以
異
人
卜
宅 

所
以
霊
物
化
産 

豈
徒
然
乎 

請
試
論
之 

書
き
下
し
：
蘇
巓

そ

て

ん

鷲じ
ゅ

嶽が
く

は
異
人
の
都す

む
所
、
達
水
龍
坎

だ
っ
す
い
り
ょ
う
か
ん

は
靈れ

い

物ぶ
つ

斯こ
こ

に
在あ

る
。
異
人
卜
宅

ぼ
く
た
く

す
る
所
以
、
霊
物

化か

産さ
ん

す
る
所
以
は
、
豈あ

に

徒
然

と

ぜ

ん

な
ら
ん
や
。
請
う
、
試
み
に
之
を
論
ぜ
ん
。 

私
訳
：
須
弥
山
や
霊
鷲
山
は
仏
・
菩
薩
が
住
む
と
こ
ろ
、
阿
耨
達
池
と
い
う
龍
の
棲
む
池
は
不
思
議
な
力

を
も
つ
物
が
そ
こ
に
い
る
。
仏
・
菩
薩
が
住
む
と
こ
ろ
を
占
い
定
め
る
理
由
、
不
思
議
な
力
を
も
つ
物



が
子
を
を
生
む
わ
け
は
、
決
し
て
む
な
し
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
願
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
試
み
に
論
じ
て

み
た
い
。 

 

※
註
記
１
：
蘇
巓
鷲
嶽
は
、
仏
教
の
世
界
観
の
中
心
に
立
つ
須
弥
山
と
釈
尊
の
説
法
処
と
し
て
有
名
な
霊

鷲
山
（
鷲
峰
山
）。 

※
註
記
２
：
異
人
は
、
仏
菩
薩
。 

※
註
記
３
：
達
水
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
北
に
あ
る
と
い
う
阿
耨
達
池
（
あ
の
く
だ
っ
ち
）
。
阿
耨
達
龍
王
が
棲

み
、
人
間
が
住
む
贍
部
洲
を
潤
す
と
い
う
。 

※
註
記
４
：
龍
坎
は
。
龍
が
棲
む
池
。 

※
註
記
５
：
霊
物
は
、
神
（
例
え
ば
、
水
神
）
の
よ
う
な
不
思
議
な
力
を
も
つ
も
の
。 

※
註
記
６
：
卜
宅
は
、
住
む
と
こ
ろ
を
占
い
定
め
る 

※
註
記
７
：
化
産
は
、
化
が
孵
化
（
卵
生
）
、
産
が
出
産
（
胎
生
）
。 

 

●
本
文
：
夫
境
隨
心
變 

心
垢
則
境
濁 
心
逐
境
移 

境
閑
則
心
朗 

心
境
冥
会 

道
徳
玄
存 

 

至
如
能
寂
常
居
以
利
見 

妙
祥
鎭
住
以
接
引
、
提
山
垂
迹 

孤
岸
津
梁 

竝
皆
靡
不
依
仁
山
託
智

水 

臺
鏡
瑩
磨 

俯
應
機
水
者
也 

書
下
ろ
し
：
夫
れ
境
、
心
に
隨
い
て
變
ず
。
心

こ
こ
ろ

の
垢

け
が
れ

れ
ば
則
ち
境
ぞ
濁
る
。
心
は
境
を
逐お

っ
て
移
り
、



境
の
閑
な
れ
ば
則
ち
心
朗
ら
か
な
り
。
心
境
冥
会

み
ょ
う
え

す
れ
ば
道
徳
玄

は
る
か

に
存
す
。 

能の
う

寂
じ
ゃ
く

常
に
居こ

し
て
以
て
利
見
し
、
妙

祥

み
ょ
う
じ
ょ
う

鎭な
が

く
住
し
て
接
引
し
、
提
山

だ
い
せ
ん

に
迹あ

と

を
垂
れ
、
孤
岸
に
津
梁
た

る
が
如
き
に
至
っ
て
は
、
竝
び
に
皆
仁
山

じ
ん
さ
ん

に
依
り
智
水
に
託
し
、
臺だ

い

鏡け
い

瑩
き
磨と

い
で
機
水
に
俯
應
せ
ざ

る
も
の
靡な

き
な
り
。 

私
訳
：
時
に
、（
心
の
）
認
識
対
象
は
心
に
応
じ
て
変
現
す
る
。
心
が
不
浄
な
ら
ば
認
識
対
象
は
不
浄
な
も

の
に
な
る
。
心
は
認
識
対
象
に
し
た
が
っ
て
移
り
変
わ
る
。
認
識
対
象
が
静
か
な
ら
心
は
晴
れ
晴
れ
と

し
、
心
と
認
識
対
象
が
融
合
一
致
し
て
こ
そ
道
理
が
深
遠
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。 

釈
尊
（
能
（
仁
）
寂
（
黙
）
）
が
常
に
居
ら
れ
て
衆
生
に
利
他
の
目
を
向
け
、
文
殊
菩
薩
（
妙
祥
）

が
恒
に
住
し
て
衆
生
に
接
し
仏
道
に
導
き
入
れ
、
（
地
蔵
菩
薩
の
）
佉
羅
提
耶
山
に
仮
の
姿
（
化
身
）

で
現
わ
れ
、（
観
世
音
菩
薩
の
）
補
陀
落
迦
山
で
衆
生
を
彼
岸
に
渡
す
橋
に
な
る
が
如
き
に
至
っ
て
は
、

さ
ら
に
皆
（
論
語
が
言
う
）
「
知
者
は
水
を
楽
し
み
、
仁
者
は
山
を
楽
し
む
」
に
こ
と
よ
せ
、
鏡
台
の

鏡
を
み
が
き
、
衆
生
の
機
根
に
応
じ
な
い
者
は
な
い
。 

 

※
註
記
１
：
境
は
、
仏
教
で
言
う
認
識
の
対
象
。
心
は
認
識
の
主
体
。 



※
註
記
２
：
能
寂
は
、
能
仁
寂
黙
。
釈
尊
の
別
称
。
「!

qk
y

a-m
u

n
i

」
の
通
俗
的
語
源
解
釈
。 

※
註
記
３
：
妙
祥
は
、
文
殊
菩
薩 

※
註
記
４
：
提
山
は
、
須
弥
山
に
近
い
、
地
蔵
菩
薩
の
浄
土
・
佉
羅
提
耶
山
（
佉
羅
多
山
・
佉
羅
陀
山
）。 

※
註
記
５
：
身
を
仮
の
姿
（
化
身
）
に
替
え
変
現
す
る
こ
と
。
本
地
垂
迹
。 

※
註
記
６
：
孤
岸
は
、
観
世
音
菩
薩
の
浄
土
・
補
陀
落
山
。
大
師
の
「
紀
伊
国
伊
都
の
郡
高
野
の
峯
に
し

て
入
定
の
処
を
請
け
乞
は
る
表
」
に
も
「
孤
岸
奇
峰 

観
世
之
蹤
」
と
あ
る
。 

※
註
記
７
：
仁
山
は
、
『
論
語
』（
雍
也
第
六
）「
知
者
は
水
を
楽
し
み
、
仁
者
は
山
を
楽
し
む
」
。 

※
註
記
８
：
臺
鏡
は
、
一
切
を
映
す
清
浄
な
心
の
鏡
、
清
浄
心
。 

※
註
記
９
：
機
水
は
、
衆
生
の
機
根
を
水
に
喩
え
た
。 

 

●
本
文
：
有
沙
門
勝
道
者 

下
野
芳
賀
人
也 

俗
姓
若
田
氏 

神
邈
救
蟻
之
齢 

意
清
惜
曩
之
齒 

桎
枷
四
民
之
生
事 

調
飢
三
諦
之
滅
業 

厭
聚
落
之
轟
轟 

仰
林
泉
之
皓
然 

書
き
下
し
：
沙
門
勝
道
と
い
う
者
有
り
。
下
野
芳
賀
の
人
な
り
。
俗
姓
若
田
氏
。

神
た
ま
し
い

救
き
ゅ
う

蟻ぎ

の
齢
に
邈

は
る
か

に

し
て
、
意

こ
こ
ろ

惜
曩

せ
き
の
う

の
齒と

し

に
清
し
。
四
民

し
い
み
ん

の
生
事
に
桎し

つ

枷か

さ
れ
て
、
三
諦
の
滅
業

め
つ
ご
う

に
調
飢

ち
ょ
う
き

す
。
聚
落
の
轟
轟

た
る
を
厭
い
て
、
林
泉
の
皓こ

う

然ぜ
ん

た
る
を
仰
ぐ
。 



私
訳
：
沙
門
勝
道
と
い
う
人
が
い
た
。
下
野
国
芳
賀
郡
（
現
、
栃
木
県
真
岡
市
南
真
岡
）
の
人
で
あ
る
。

俗
姓
は
若
田
氏
で
（
父
は
下
野
国
府
（
栃
木
市
）
の
官
吏
若
田
高
藤
、
母
は
明
寿
）
、
そ
の
魂
は
蟻
を

救
う
年
令
（
十
五
才
頃
）
に
は
る
か
に
達
し
な
い
頃
、
心
は
具
足
戒
を
受
け
る
二
十
才
頃
に
、
清
浄
で

あ
っ
た
。
（
し
か
し
）
士
農
工
商
の
な
り
わ
い
が
手
か
せ
足
か
せ
と
な
り
、
（
大
乗
中
観
、
ま
た
は
天
台

が
言
う
）
空
・
仮
・
中
の
三
諦
と
い
う
無
自
性
の
道
に
腹
を
す
か
し
、
村
落
の
荷
馬
車
が
響
か
せ
る
大

き
な
音
を
避
け
、
山
や
泉
の
光
輝
く
明
る
さ
を
仰
ぐ
。 

 

※
註
記
１
：
救
蟻
は
、
仏
教
説
話
の
蟻
を
救
う
少
年
の
年
令
（
十
五
才
頃
）（『
雑
宝
蔵
経
』）
。『
雑
宝
蔵
経
』

は
、「
無
財
の
七
施
」
な
ど
多
く
の
因
縁
物
語
や
比
喩
物
語
の
説
話
で
有
名
な
原
始
経
典
。 

※
註
記
２
：
惜
嚢
は
、
嚢
は
ふ
く
ろ
、
惜
は
失
い
た
く
な
い
と
思
う
こ
と
。
仏
教
僧
が
戒
律
を
守
る
こ
と

は
、
海
中
（
娑
婆
世
間
）
で
浮
き
袋
（
戒
律
） 

を
手
放
さ
な
い
こ
と
の
喩
え
。 

※
註
記
３
：
桎
枷
は
、
手
か
せ
足
か
せ
。
束
縛
。 

※
註
記
４
：
三
諦
は
、
（
大
乗
中
観
、
ま
た
は
天
台
が
言
う
）
空
・
仮
・
中
の
「
三
諦
」
。 

※
註
記
５
：
滅
業
は
、
無
自
性
の
道
・
考
え
方
。 

※
註
記
６
：
皓
然
は
、
白
く
光
り
輝
く
明
る
さ
。 

 

●
本
文
：
粤
有
同
州
補
陀
落
山 

葱
嶺
挿
銀
漢 

白
峯
衝
碧
落 

磤
雷
腹
而
鼉
吼 

翔
鳳
足
而
羊
角 

魑
魅
罕
通 

人
蹊
也
絶 



書
き
下
し
：
粤こ

こ

に
同
じ
州く

に

に
補
陀
落
山
有
り
。
葱そ

う

嶺れ
い

銀
漢

ぎ
ん
か
ん

を

挿
さ
し
は
さ

み
、
白は

く

峯ほ
う

碧
落

へ
き
ら
く

を
衝
く
。
磤い

ん

雷ら
い

腹
に
し

て
鼉だ

の
ご
と
く
吼
え
、
翔

し
ょ
う

鳳ほ
う

足
ふ
も
と

に
し
て
羊よ

う

角か
く

す
。
魑
魅

ち

み

通
う
こ
と
罕ま

れ

に
し
て
、
人
蹊

じ
ん
け
い

也ま
た

絶
え
た
り
。 

私
訳
：
こ
こ
に
、
同
じ
下
野
国
に
補
陀
落
山
が
あ
る
。
青
い
山
な
み
は
（
夜
空
に
）
天
の
川
を
は
さ
み
、

白
い
雪
が
残
る
峰
（
ま
た
は
頂
き
）
は
青
空
を
衝
く
。
鳴
り
渡
る
雷
鳴
は
山
腹
に
あ
っ
て
、
（
時
の
数

だ
け
鳴
い
て
時
を
知
ら
せ
る
）
鼉
の
よ
う
に
吼
え
、
天
が
け
る
鳳
は
山
麓
に
あ
っ
て
つ
む
じ
風
を
吹
か

せ
る
。
魑
魅
魍
魎
も
出
没
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
人
の
通
る
道
も
ま
た
絶
え
て
い
る
。 

 

※
註
記
１
：
葱
嶺
は
、
青
い
山
な
み
。 

※
註
記
２
：
銀
漢
は
、
天
の
川
、
銀
河
。 

※
註
記
３
：
白
峰
は
、
白
い
雪
が
残
る
峰
（
ま
た
は
頂
き
）
。 

※
註
記
４
：
磤
雷
腹
は
、
鳴
り
渡
る
雷
鳴
は
腹
に
響
き
、
の
意
。 

※
註
記
５
：
鼉
は
、
時
の
数
だ
け
鳴
い
て
時
を
知
ら
せ
る
と
い
う
ワ
ニ
の
一
種
。 

※
註
記
６
：
腹
は
山
腹
、
足
は
山
麓
。 

※
註
記
７
：
翔
鳳
は
、
天
が
け
る
鳳
。 

※
註
記
８
：
羊
角
は
、
つ
む
じ
風
。
羊
の
角
の
よ
う
に
曲
っ
て
吹
く
風
。 

 



●
本
文
：
借
問 

振
古
未
有
攀
躋
者 

法
師 

顧
義
成
而
興
歎 

仰
勇
猛
以
策
意 

遂
以
去
神
護
景

雲
元
年
四
月
上
旬 

跋
上 

雪
深
巖
峻 

雲
霧
雷
迷 

不
能
上
也 

還
住
半
腹 

三
七
日
而
却
還 

又
天
應
元
年
四
月
上
旬 

更
事
攀
陟 

亦
上
不
得
也 

書
き
下
し
：
借
問

し
ゃ
く
も
ん

す
、

古
い
に
し
え

よ
り
未
だ
攀よ

じ
躋の

ぼ

る
者
有
ら
ず
。
法
師
え
義ぎ

成
じ
ょ
う

を
顧
み
て
歎
き
を
興
し
、

勇
猛
を
仰
い
で
意
を
策は

げ

ま
す
。
遂
に
去
ん
ぬ
る
神
護
景
雲
元
年
四
月
上
旬
を
以
て
跋ふ

み
上
る
。
雪
深
く

巖
い
わ
お

峻き
び

し
く
し
て
、
雲
霧
雷
迷
し
て
上
る
こ
と
能
わ
ざ
る
な
り
。
還か

え

っ
て
半
腹
に
住
す
る
こ
と
三
七
日
に

し
て
却

し
り
ぞ

き
還
る
。
又
天
應
元
年
四
月
上
旬
、
更
に
攀
陟

は
ん
ち
ょ
く

を
事
と
す
る
も
上
る
こ
と
を
得
ざ
る
な
り
。 

私
訳
：
少
々
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、（
補
陀
落
山
は
）
古
く
か
ら
攀
じ
登
る
者
は
な
く
、
法
師
（
勝
道
上

人
）
は
釈
尊
（
の
偉
業
）
を
ふ
り
返
っ
て
た
め
息
し
、
（
釈
尊
の
）
勇
猛
心
を
仰
ぐ
に
そ
の
意
思
を
思

い
は
か
っ
た
。
（
そ
し
て
）
と
う
と
う
去
る
神
護
景
雲
元
年
（
七
六
七
）
四
月
上
旬
、
（
補
陀
落
山
に
）

登
っ
た
。
（
し
か
し
）
雪
は
深
く
岩
峰
は
厳
し
く
、
雲
や
霧
や
雷
に
迷
い
、
（
頂
上
に
）
上
が
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
中
腹
ま
で
戻
り
住
む
こ
と
二
十
一
日
、
退
却
し
て
還
っ
た
。
ま
た
（
再
度
）
、
天
應

元
年
（
七
八
一
）
四
月
上
旬
に
登
っ
て
み
た
が
、
ま
た
上
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 



※
註
記
１
：
義
成
は
、
釈
尊
の
幼
名
「
シ
ッ
ダ
ー
ル
タ
（S

id
d
h
a
-arth

a

）
」
の
異
名
。「
シ
ッ
ダ
」
＝
「
成
」
、

「
ア
ル
タ
」
＝
「
義
」 

 

●
本
文
：
二
年
三
月
中 

奉
為
諸
神
祇 

寫
經
圖
佛 

裂
裳
裹
足 

弃
命
殉
道 

繦
負
經
像 

至
于

山
麓 
讀
經
禮
佛 

一
七
日
夜 

堅
發
誓
曰 

若
使
神
明
有
知 

願
察
我
心 

我
所
圖
寫 

經
及

像
等 

當
至
山
頂 

為
神
供
養 

以
崇
神
威 

饒
群
生
福 

仰
願 

善
神
加
威 

毒
龍
巻
霧 

山

魅
前
導 

助
果
我
願 

我
若
不
到
山
頂 

亦
不
至
菩
提 

書
き
下
し
：
二
年
三
月
中
、
諸
々
の
神
祇
の
奉 お

ん

為 た
め

に
、
経
を
写
し
仏
を
図
画
し
、
裳
を
裂
い
て
足
を
裹 つ

つ

み
、

命
を
棄
て
て
道
に

殉
し
た
が

う
。
経
像
を
繦
負

き
ょ
う
ふ

し
て
山
麓
に
至
る
。
経
を
読
み
仏
を
礼
し
て
一
七
日
夜
、
堅

く
誓
い
を
発
し
て
曰
く
。
も
し
神
明
を
し
て
知
る
こ
と
有
ら
し
め
れ
ば
、
願
わ
く
は
我
が
心
を
察
す
べ

し
。
我
が
図
写
す
る
所
の
経
及
び
像
等
、
ま
さ
に
山
頂
に
至
っ
て
神
の
為
に
供
養
し
、
以
て
神
威
を
崇

め
、
群
生
の
福
を

饒
ゆ
た
か

に
す
。
仰
ぎ
願
わ
く
は
、
善
神
威
を
加
え
毒
龍
霧
を
巻
き
、
山
魅
前
導
し
て
我

が
願
い
を
助
け
果
せ
よ
。
我
も
し
山
頂
に
至
ら
ず
ん
ば
、
ま
た
菩
提
に
至
ら
じ
、
と
。 

私
訳
：（
そ
れ
か
ら
）
二
年
と
三
カ
月
、
天
神
地
祇
の
た
め
に
仏
典
を
写
し
仏
像
を
図
画
し
、
腰
衣
を
引
き

裂
い
て
足
を
つ
つ
み
、
命
を
惜
し
ま
ず
仏
道
に
し
た
が
っ
た
。
経
像
を
背
負
い
帯
で
背
負
い
（
補
陀
落



山
の
）
麓
に
行
っ
た
。
（
そ
こ
で
）
経
を
読
み
仏
像
を
礼
拝
す
る
こ
と
一
週
間
、
か
た
く
誓
い
を
発
起

し
て
言
っ
た
。
「
も
し
、
神
々
が
知
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
願
わ
く
は
私
の
心
を
察
し
て
く
だ
さ
い
。
私

が
図
画
し
書
写
し
た
経
典
や
仏
像
な
ど
、
ま
さ
に
山
頂
に
登
っ
て
神
の
た
め
に
供
養
し
、
そ
れ
に
よ
り

神
威
を
崇
敬
し
、
衆
生
（
人
々
）
の
幸
福
を
豊
か
に
し
た
い
の
で
す
。
仰
ぎ
願
わ
く
は
善
き
神
は
威
神

力
を
加
え
、
毒
龍
は
霧
が
消
え
る
が
如
く
に
退
散
し
、
山
の
モ
ノ
ノ
ケ
は
先
導
し
て
私
の
願
い
を
助
け

全
う
し
て
く
れ
た
ま
え
。
私
が
も
し
山
頂
に
登
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
菩
提
（
サ
ト
リ
）
に
至
ら
な

い
の
と
同
じ
で
あ
る
」
と
。 

 

※
註
記
１
：
繦
負
は
、
背
負
い
帯
で
背
負
う
こ
と
。 

※
註
記
２
：
群
生
は
、
衆
生
、
人
々
。 

※
註
記
３
：
威
は
、
威
神
力
。 

※
註
記
４
：
（
毒
龍
）
巻
霧
は
、
霧
が
晴
れ
る
よ
う
に
消
え
て
な
く
な
る
こ
と
。 

※
註
記
５
：
山
魅
は
、
山
の
モ
ノ
ノ
ケ
。
鬼
神
・
天
狗
な
ど
。 

 

●
本
文
：
如
是 

發
願
訖 

跨
白
雪
之
暟
々 
攀
綠
葉
之
璀
璨 

脚
踏
一
半 

身
疲
力
竭 

憩
息
信

宿 

終
見
其
頂 

怳
々
惚
々 

似
夢
似
悟 
不
因
乘
査 

忽
入
雲
漢 

不
嘗
妙
藥 

得
見
神
窟 

一
喜
一
悲 

心
魂
難
持 



書
き
下
し
：
是
く
の
如
く
願
を
発
し
訖 お

わ

り
、
白
雪
の
暟
々

が
い
が
い

た
る
を
跨 ま

た

ぎ
、
緑
葉
の
璀
璨

さ
い
さ
ん

た
る
を

攀
よ
じ
の
ぼ

る
。

脚
を
踏
む
こ
と
一
半
、
身
は
疲
れ
て
力
竭 つ

く
。
憩
い
息 や

す

む
こ
と
信
宿
、
終 つ

い

に
其
の
頂
を
見
る
。
怳
々

こ
う
こ
う

惚
々

こ
つ
こ
つ

と
し
て
夢
に
似
、
悟
り
に
似
た
り
。

査
い
か
だ

に
乘
る
に
因
ら
ず
忽
ち
雲
漢
に
入
り
、
妙
藥
を
嘗
め
ず
し
て

神
窟
を
見
る
を
得
た
り
。
ひ
と
た
び
喜
び
ひ
と
た
び
悲
し
ん
で
心
魂
持 た

も

ち
難
し
。 

私
訳
：
こ
の
よ
う
に
発
願
し
終
っ
て
、
一
面
真
っ
白
な
白
雪
を
踏
み
越
え
、
珠
玉
の
よ
う
に
き
ら
き
ら
光

る
緑
の
葉
の
な
か
を
攀
じ
登
っ
た
。
（
と
こ
ろ
が
）
脚
を
踏
む
こ
と
道
半
ば
に
し
て
、
身
体
が
疲
れ
て

力
尽
き
、
休
息
す
る
こ
と
二
泊
、
つ
い
に
そ
の
頂
上
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
う
っ
と
り
と
し
て
我
を

忘
れ
、
夢
に
似
て
サ
ト
リ
の
よ
う
で
も
あ
っ
た
。
い
か
だ
に
乗
る
わ
け
で
も
な
く
天
の
川
に
入
り
込
み
、

妙
薬
を
な
め
た
わ
け
で
も
な
く
山
の
鬼
神
な
ど
が
宿
る
洞
窟
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
喜
一
憂
し
て

心
根
を
平
静
に
保
つ
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。 

 

※
註
記
１
：
暟
々
は
、
一
面
真
っ
白
な
こ
と
。 

※
註
記
２
：
璀
璨
は
、
珠
玉
の
よ
う
に
き
ら
き
ら
と
光
り
輝
く
こ
と
。 

※
註
記
３
：
信
宿
は
、
再
宿
、
二
泊
。 



※
註
記
４
：
査
は
、
い
か
だ
。 

※
註
記
５
：
神
窟
は
、
山
の
鬼
神
な
ど
が
宿
る
、
あ
る
い
は
霊
気
漂
う
洞
窟
。 

 

●
本
文
：
山
之
為
状
也 

東
西
龍
臥 

彌
望
無
極 

南
北
虎
踞 

棲
息
有
興 

指
妙
高
以
為
儔 

引

輪
鐡
而
作
帶 

咲
衡
岱
之
猶
卑 

哂
崑
香
之
又
劣 

日
出
先
明 

月
来
晩
入 

不
假
天
眼 

萬
里

目
前 

何
更
乘
鵠 

白
雲
足
下 

千
般
錦
花 

无
機
常
織 

百
種
靈
物 

誰
人
陶
冶 

書
き
下
し
：
山
の

状
か
た
ち

た
る
や
、
東
西
に
龍
が
臥
す
ご
と
く
彌 わ

た

り
望
む
に
極
ま
り
な
く
、
南
北
に
虎
が

踞
う
ず
く
ま

ま
る
が
ご
と
く
棲
息
す
る
に
興
有
り
。
妙
高
を
指
し
て
以
て

儔
と
も
が
ら

と
為
し
、
輪
鐡
を
引
い
て
帶
と
作
す
。

衡
岱

こ
う
た
い

の
猶
卑
し
き
を
咲 わ

ら

い
、
崑 こ

ん

香 こ
う

の
ま
た
劣
な
る
を

哂
あ
ざ
わ
ら

う
。
日
出
で
て
先
ず
明
る
く
、 

月
来
り
て

晩 く
れ

て
入
る
。
天
眼
を
假
り
ず
し
て
萬
里
は
目
前
た
り
。
何
ぞ
更
に
鵠 こ

く

に
乘
ら
ん
。
白
雲
は
足
下
な
り
、

千
般
の
錦
花
機
な
く
し
て
常
に
織
り
、
百
種
の
靈
物
誰
人
か
陶
冶
す
。 

私
訳
：
山
の
形
状
は
、
東
西
に
龍
が
横
た
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
、
ひ
と
わ
た
り
展
望
す
る
に
極
ま
り
な
く
、

南
北
に
虎
が
う
ず
く
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
、
（
鳥
獣
の
）
棲
息
が
さ
か
ん
で
あ
る
。
須
弥
山
を
指
さ
し

て
仲
間
と
し
、
鉄
囲
山
を
引
い
て
帯
と
し
、
衡
山
と
泰
山
は
な
お
卑
し
い
と
笑
い
、
崑
崙
山
と
香
酔
山



も
ま
た
劣
る
と
あ
ざ
わ
ら
う
。
朝
日
が
出
る
と
先
ず
明
る
く
、
月
は
日
暮
れ
に
な
っ
て
没
す
る
。
天
眼

通
を
借
り
ず
に
万
里
は
目
前
で
あ
り
、
ど
う
し
て
（
中
国
の
黄
鶴
仙
人
の
よ
う
に
）
白
鳥
に
乗
る
必
要

が
あ
ろ
う
か
。
白
雲
は
足
下
に
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
錦
の
よ
う
な
景
色
は
機
織
り
機
が
な
く
て
も
常
に

織
ら
れ
、
多
く
の
不
思
議
な
力
を
も
つ
物
は
誰
が
力
づ
け
た
の
だ
ろ
う
。 

 

※
註
記
１
：
妙
高
は
、
須
弥
山
。 

※
註
記
２
：
輪
鐡
は
、
鉄
囲
山
。
須
弥
山
を
囲
む
四
海
の
外
輪
山
。 

※
註
記
３
：
衡
岱
は
、
中
国
の
道
教
の
聖
地
五
岳
の
う
ち
衡
山
（
南
岳
）
と
泰
山
（
東
岳
）。 

※
註
記
４
：
崑
香
は
、
崑
崙
山
と
香
酔
山
。
崑
崙
山
は
中
国
の
伝
説
上
の
霊
山
。
玉
を
産
出
す
る
と
言
う
。

香
酔
山
は
須
弥
山
世
界
で
閻
浮
提
の
雪
山
の
北
に
あ
る
山
。
香
気
が
強
く
、
そ
れ
を
嗅
ぐ
と
酔
う
と
言

わ
れ
る
山
。 

※
註
記
５
：
天
眼
は
、
仏
の
神
通
力
（
六
神
通
）
の
天
眼
通
。 

※
註
記
６
：
鵠
は
、
白
鳥
。
中
国
の
仙
人
黄
鶴
は
鵠
に
乗
っ
て
空
を
飛
ん
だ
と
い
う
。 

※
註
記
７
：
千
般
は
、
い
ろ
い
ろ
、
種
々
、
さ
ま
ざ
ま
、
の
意
。 

 

●
本
文
：
北
望
則
有
湖 

約
計
一
百
頃 

東
西
狭 
南
北
長 

西
顧
亦
有
一
小
湖 

合
有
二
十
餘
頃

眄
坤 

更
有
一
大
湖 

羃
計
一
千
餘
町 

東
西
不
闊 
南
北
長
遠 

四
面
髙
峯 

倒
影
水
中 

百

種
異
莊 

木
石
自
有 

銀
雪
敷
地 

金
花
發
枝 

池
鏡
無
私 

萬
色
誰
逃 

山
水
相
映 

乍
看
絶



腸 

瞻
佇
未
飽 

風
雪
趁
人 

我
結
蝸
菴
于
其
坤
角 

住
之
禮
懺
動
經
三
七
日 

已
遂
斯
願 

便

歸
故
居 

書
き
下
し
：
北
に
望
め
ば
則
ち
湖
有
り
。
約 つ

づ

め
計
る
に
一
百
頃 け

い

、
東
西
に
狭
く
南
北
に
長
し
。
西
を
顧
れ

ば
ま
た
一
小
湖
有
り
。
合
わ
せ
て
有
二
十
餘
頃
有
り
。

坤
ひ
つ
じ
さ
る

を

眄
な
が
め

れ
ば
更
に
一
大
湖
有
り
。 

羃 お
お

い

計
え
れ
ば
一
千
餘
町
。
東
西
は
闊 ひ

ろ

か
ら
ず
南
北
に
長
遠
な
り
。
四
面
の
髙
き
峯
、
影
を
水
中 

に

倒
さ
か
さ
ま

に
し
、
百
種
の
異
な
る

莊
く
さ
む
ら

、
木
石
自
ら
有
り
。
銀
雪
を
地
に
敷
き
、
金
花
は
枝
に
發
す
。 

池
鏡
に

私
な
く
、
萬
色
誰
か
逃
れ
ん
。
山
水
は
相
映
じ
て
、

乍
た
ち
ま
ち

に
絶
腸
を
看
る
。
瞻
佇

せ
ん
ち
ょ

す
る
こ
と
未
だ
飽
か

ず
、
風
雪
は
人
を
趁 お

う
。
我
れ
蝸
菴

か

あ

ん

を
其
の
坤
角
に
結
ん
で
、
之
に
住
し
て
禮
懺
し

動
や
や
も
す
れ

ば
三
七
日

を
經
た
り
。
已
に
斯
の
願
を
遂
げ
、
便
ち
故
居
に
歸
る
。 

私
訳
：
北
を
望
む
と
湖
が
あ
る
。
つ
づ
め
て
面
積
を
計
る
と
百
頃
（
一
万
畝
）
、
東
西
に
狭
く
南
北
に
長
い
。

西
を
見
る
と
ま
た
小
さ
な
湖
が
あ
り
、
合
わ
せ
て
二
十
余
頃
（
二
千
畝
）
あ
る
。
西
南
の
方
角
を
な
が

め
る
と
更
に
大
き
な
湖
が
あ
る
。
覆
っ
て
計
え
れ
ば
一
千
余
町
（
十
万
畝
）
。
東
西
は
広
く
な
く
、
南



北
に
長
い
。
四
面
の
髙
い
峰
は
そ
の
影
を
水
中
に
逆
さ
ま
に
映
し
、
多
く
の
異
な
る
草
む
ら
に
は
自
然

の
木
や
石
が
あ
る
。
銀
色
の
雪
が
地
面
い
っ
ぱ
い
に
広
が
り
、
（
光
に
映
え
て
）
金
色
の
花
が
枝
に
咲

い
た
よ
う
に
見
え
る
。
鏡
の
よ
う
な
池
水
は
私
な
く
、
す
べ
て
の
景
色
が
そ
こ
に
映
っ
て
い
る
。
山
と

湖
水
は
お
互
い
に
映
し
合
い
、
た
ち
ま
ち
腸
が
裂
け
る
ほ
ど
に
め
っ
た
に
な
い
美
し
さ
が
見
ら
れ
る
。

眺
め
な
が
ら
た
た
ず
み
未
だ
飽
き
な
い
の
に
、
風
雪
は
人
を
追
う
払
う
。
私
は
そ
の
（
湖
の
方
角
の
）

西
南
の
方
角
に
粗
末
な
庵
を
結
び
、
そ
こ
に
住
し
て
礼
拝
・
懺
悔
を
行
い
、
何
か
に
つ
け
て
二
十
一
日

が
過
ぎ
た
。
す
で
に
、
こ
の
（
補
陀
落
山
上
に
登
る
）
願
い
を
遂
げ
て
も
と
の
家
に
帰
っ
た
。 

 

※
註
記
１
：
頃
は
、
中
国
の
田
の
面
積
で
百
畝
。 

※
註
記
２
：
莊
は
、
草
む
ら
。 

※
註
記
３
：
絶
腸
は
、
腸
が
裂
け
る
ほ
ど
に
め
っ
た
に
な
い
美
し
さ
。 

※
註
記
４
：
瞻
佇
は
、
眺
め
な
が
ら
た
た
ず
む
こ
と
。 

※
註
記
５
：
趁
は
、
逐
に
同
じ
。
追
う
、
追
い
払
う
。 

※
註
記
６
：
蝸
菴
は
、
粗
末
な
庵
。 

 

●
本
文
： 

去
延
暦
三
年
三
月
下
旬 

更
經
五
箇
日 
至
彼
南
湖
邊 

四
月
上
旬 

造
得
一
小
船 

長

二
丈 

廣
三
尺 

卽
與
二
三
子 

棹
湖
遊
覧 

遍
眺
四
壁 

神
麗
夥
多 

東
看
西
看 

汎
濫
自
逸

日
暮
興
餘 

強
託
南
洲 

其
洲
則
去
陸 

三
百
丈
來 
方
圓
三
千
丈
餘 

諸
洲
之
中 

美
花
富
焉 



書
き
下
し
：
去
ん
ぬ
る
延
暦
三
年
三
月
下
旬
、
更
に
上
っ
て
五
箇
日
を
經
、
彼
の
南
湖
の

邊
ほ
と
り

に
至
る
。 

四
月
上
旬
、
一
小
船
を
造
り
得
た
り
。
長
さ
二
丈
、
廣
さ
三
尺
な
り
。
卽
ち
二
三
子
と

棹
さ
お
さ

し
て
湖
を

遊
覧
す
。
遍
く
四
壁
を
眺
む
れ
ば
神
麗

夥
お
び
た
だ

し
く
多
し
。
東
を
看
、
西
を
看
れ
ば
、
汎
濫

は
ん
ら
ん

と
し
て

自
お
の
ず
か

ら
逸 や

す

し
。
日
暮
に
興
餘
り
、
強
い
て
南
洲
に

託
か
こ
つ

け
り
。
其
の
洲
則
ち
陸
を
去
る
こ
と
三
百
丈
來
り
、

方
圓
は
三
千
丈
餘
な
り
。
諸
洲
の
中
、
美
花
富
め
り
。 

私
訳
：
去
る
延
暦
三
年
三
月
下
旬
、（
ま
た
）
更
に
（
補
陀
落
山
に
）
登
っ
て
五
日
、
か
の
南
湖
の
畔
に
行

っ
た
。
四
月
上
旬
に
は
一
艘
の
小
船
を
造
り
、
長
さ
は
二
丈
（
二
十
尺
）
、
幅
は
三
尺
で
あ
る
。
そ
し

て
二
～
三
人
の
弟
子
と
船
を
漕
い
で
湖
を
遊
覧
し
た
。
余
す
こ
と
な
く
四
方
の
山
壁
を
眺
め
る
と
、
神

秘
的
で
美
し
い
景
色
が
数
多
く
あ
っ
た
。
東
の
方
を
見
て
西
を
眺
め
れ
ば
、
湖
水
は
充
ち
満
ち
て
自
ず

か
ら
の
ど
か
で
あ
る
。
日
暮
に
興
味
が
残
り
無
理
を
し
て
南
方
の
中
島
に
寄
っ
て
み
た
。
そ
の
中
島
は

陸
地
か
ら
三
百
丈
（
三
千
尺
）
こ
ち
ら
で
、
横
縦
面
積
は
三
千
丈
（
三
万
尺
）
余
り
で
あ
る
。
諸
々
洲

の
中
に
美
し
い
花
が
豊
富
で
あ
る
。 

 

※
註
記
１
：
神
麗
は
、
神
秘
的
で
美
し
い
景
色
。 



※
註
記
２
：
汎
濫
は
、
水
を
満
々
と
た
た
え
て
い
る
こ
と
。 

※
註
記
３
：
逸
は
、
安
ら
か
、
安
逸
、
気
楽
、
ゆ
っ
た
り
、
の
ど
か
。 

※
註
記
４
：
興
は
、
楽
し
み
。
お
も
し
ろ
み
、
興
味
。 

※
註
記
５
：
託
は
、
こ
こ
は
、
か
こ
つ
け
る
＝
つ
い
で
に
寄
っ
て
み
る
、
の
意
に
と
っ
た
。 

※
註
記
６
：
方
圓
は
、
四
角
と
円
。
横
縦
面
積
。 

 

●
本
文
：
復
更 
遊
西
湖 

去
東
湖
十
五
許
里 

又
覧
北
湖 

去
南
三
十
許
里 

竝
雖
盡
美 

惣
不

如
南 

其
南
湖 
則
碧
水
澄
鏡 

深
不
可
測 

千
年
松
柏 

臨
水
而
傾 

綠
蓋 

百
圍
檜
杉 

竦

巖
而
構
紺
樓 

五
彩
之
華 

一
株
而
雑
色 

六
時
之
鳥 

同
響
而
異
鳴 

白
鶴
舞
汀 

紺
鳧
戯
水 

振
翼
如
鈴 

吐
音
玉
響 
松
風
懸
琴 

砥
浪
調
鼓 

五
音
爭
奏
天
韻 

八
德
澹
々
自
貯 

霧
帳
雲

幕 

書
き
下
し
：
復
た
更
に
西
湖
に
遊
ぶ
。
東
湖
を
去
る
こ
と
十
五
許
里
。
又
北
湖
を
覧
る
に
南
を
去
る
こ
と

三
十
許
里
。
竝
に
美
を
盡
す
と
雖
も
惣
じ
て
南
に
如
か
ず
。
其
の
南
湖
は
碧
水
澄
鏡
に
し
て
深
き
こ
と

測
る
べ
か
ら
ず
。
千
年
の
松
柏
は
水
に
臨
ん
で
綠
蓋
を
傾
け
、
百
圍 い

の
檜 か

い

杉 さ
ん

は

巖
い
わ
お

に
竦 そ

び

え
て
紺
樓

か
ん
ろ
う

を

構
え
る
。
五
彩
の
華
は
一
株 し

ゅ

に
し
て
色
を
雑 ま

ぜ
、
六
時
の
鳥
は
響
を
同
じ
く
し
て
鳴
く
こ
と
異
に
す
。



白
鶴
は

汀
み
ぎ
わ

に
舞
い
紺
鳧 ふ

は
水
に
戯
る
。
翼
を
振
る
え
ば
鈴
の
如
く
音
を
吐
け
ば
玉
の
響
な
り
。
松

風

し
ょ
う
ふ
う

は
琴
を
懸
け
砥 し

浪 ろ
う

は
鼓
を
調 し

ら

ぶ
な
り
。
五
音
爭
っ
て
天
韻
を
奏
し
八
德
澹
々

た
ん
た
ん

と
し
て

自
お
の
ず
か

ら
貯
え
る
。 

私
訳
：
ま
た
、
更
に
西
方
の
湖
に
遊
ん
だ
。
東
方
の
湖
か
ら
約
七
十
五
町
（
九
㎞
）
。
又
北
湖
を
一
覧
す
る

と
南
湖
か
ら
百
五
十
町
（
十
八
㎞
）
。
両
方
と
も
美
し
い
景
観
で
あ
る
が
お
よ
そ
南
湖
に
は
及
ば
な
い
。

そ
の
南
湖
は
青
い
湖
水
が
澄
ん
で
鏡
の
よ
う
で
あ
り
、
深
く
て
と
て
も
計
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
千
年

も
経
っ
て
い
る
松
柏
は
湖
水
に
緑
蔭
の
ふ
た
を
斜
め
に
つ
く
り
、
五
十
尺
の
桧
や
杉
は
岩
壁
に
そ
び
え

て
青
い
楼
閣
の
よ
う
に
見
え
る
。
五
色
の
華
は
一
株
に
色
を
混
ぜ
、
六
時
に
鳴
く
鳥
は
同
じ
よ
う
に
声

を
響
び
か
せ
な
が
ら
時
を
異
に
す
る
。
白
鶴
は
波
打
ち
際
に
舞
い
、
青
い
カ
モ
は
水
と
戯
れ
て
い
る
。

翼
を
振
う
と
鈴
の
よ
う
な
音
を
た
て
、
声
を
出
し
て
鳴
け
ば
玉
の
よ
う
な
響
き
に
な
る
。
岸
辺
の
石
を

丸
く
砥
ぐ
波
は
鼓
を
打
つ
し
ら
べ
で
あ
る
。
五
音
が
争
っ
て
自
然
の
音
楽
を
奏
で
、
（
湖
水
の
）
八
つ

の
功
徳
は
ゆ
っ
た
り
と
自
然
に
貯
え
ら
れ
る
。 

 

※
註
記
１
：
許
里
、
中
国
距
離
の
単
位
。
日
本
で
は
、
一
里
＝
お
お
む
ね
五
町
（
約
五
四
五
ｍ
）
～
六
町

（
六
五
五
ｍ
）
。 

※
註
記
２
：
百
圍
は
、
圍
は
中
国
の
長
さ
の
単
位
の
囲
で
五
寸
。
百
囲
で
五
十
尺
。 

※
註
記
３
：
竦
は
、
そ
び
え
た
つ
、
の
意
。 



※
註
記
４
：
紺
樓
は
、
青
く
見
え
る
楼
閣
。 

※
註
記
５
：
五
彩
は
、
五
色
＝
青
・
黄
・
赤
・
白
・
黒
。 

※
註
記
６
：
六
時
は
、
明
け
方
・
朝
・
午
前
・
日
中
・
午
後
・
日
没
。 

※
註
記
７
：
汀
は
、
水
ぎ
わ
、
な
ぎ
さ
、
波
打
ち
際
。 

※
註
記
８
：
鳧
は
、
鴨
。 

※
註
記
９
：
懸
琴
は
、
松
風
の
音
が
松
の
枝
に
琴
を
懸
け
た
よ
う
、
の
意
。 

※
註
記
９
：
砥
浪
は
、
岸
辺
の
石
を
丸
く
砥
ぐ
波
。 

※
註
記
１
０
：
五
音
は
。
宮
・
商
・
角
・
徴
・
羽
。 

※
註
記
１
１
：
天
韻
は
、
自
然
の
音
楽
。 

※
註
記
１
２
：
澹
々
は
、
ゆ
っ
た
り
と
、
の
意
。 

 

●
本
文
：
霧
帳
雲
幕 

時
々
難
陀
之
羃
歴 

星
燈
電
炬 

數
々
普
香
之
把
束 

見
池
中
圓
月 

知
普

賢
之
鏡
智 

仰
空
裏
慧
日 

覺
遍
智
之
在
我 

託
此
勝
地 

聊
建
伽
藍 

名
曰
神
宮
寺 

住
此
修

道 

荏
苒
四
祀 

七
年
四
月 

更
移
住
北
涯 

四
望
無
碍 

沙
場
可
愛 

異
花
之
色 

難
名
驚
目 

奇
香
之
臭 

叵
尋
悦
意 

書
き
下
し
：
霧
の
帳
は
雲
の
幕
に
し
て
時
々
難
陀
の
羃
歴

べ
き
れ
き

す
。
星
の

燈
と
も
し
び

電
い
な
ず
ま

の

炬
か
が
り
び

、
數
々

し
ば
し
ば

普
香

ふ

こ

う

の
把 と

り
束
ね
、
池
中
の
圓
月
を
見
る
に
普
賢
の
鏡
智
を
知
る
。
空
裏
の
慧
日
を
仰
げ
ば
遍
智
の
我
に
在
る
を



覺
る
。
此
の
勝
地
に
託 つ

い
て
聊
か
伽
藍
を
建
て
名
づ
け
て
神
宮
寺
と
曰
う
。
此
に
住
し
て
道
を
修
し

荏
苒

じ
ん
ぜ
ん

と
し
て
四
祀
な
り
。
七
年
四
月
、
更
に
北
涯
に
移
住
す
。
四
望
に

碍
さ
わ
り

な
く
沙
場
愛
す
べ
し
。
異

花
の
色
名
づ
け
難
く
目
を
驚
か
す
。
奇
香
の
臭
は
尋
ね
叵
く
意
を
悦
ば
す
。 

私
訳
：
霧
の
と
ば
り
は
雲
の
幕
で
時
々
難
陀
龍
王
が
覆
い
歩
く
。
星
の
灯
り
や
雷
の
稲
光
り
は
し
ば
し
ば

（
『
法
華
経
』
に
言
う
）
明
星
天
子
（
虚
空
蔵
菩
薩
の
化
身
）
を
把
束
し
、
湖
中
の
円
い
月
を
見
れ
ば

普
賢
菩
薩
の
鏡
智
を
知
る
。
虚
空
に
輝
く
智
慧
の
光
を
仰
げ
ば
遍
き
智
慧
が
私
の
な
か
に
あ
る
こ
と
を

自
覚
す
る
。
こ
の
景
勝
の
地
に
こ
と
よ
せ
て
少
し
ば
か
り
伽
藍
を
建
て
、
名
づ
け
て
神
宮
寺
と
言
う
。

こ
こ
に
住
し
仏
道
を
修
め
て
い
る
う
ち
に
何
と
な
く
時
が
過
ぎ
て
四
年
が
経
っ
た
。
延
暦
七
年
四
月
北

の
は
て
に
移
住
し
た
。
四
方
の
眺
め
に
障
り
な
く
砂
場
も
愛
ら
し
い
。
珍
し
い
花
は
名
づ
け
る
の
も
難

し
く
目
を
驚
か
せ
る
。
稀
な
臭
い
は
究
明
す
る
の
も
難
し
く
心
を
悦
ば
せ
る
。 

 

※
註
記
１
：
難
陀
は
、
池
水
に
棲
む
水
神
、
難
陀
龍
王
。 

※
註
記
２
：
羃
歴
は
、
覆
い
歩
く
、
の
意
。 

※
註
記
３
：
普
香
は
、『
法
華
経
』
序
品
に
説
か
れ
る
月
天
子
・
普
香
天
子
・
宝
光
天
子
を
、『
法
華
文
句
』

（
智
顗
講
述
、
潅
頂
筆
録
）
が
普
香
天
子
を
明
星
天
子
、
す
な
わ
ち
虚
空
蔵
菩
薩
の
応
化
身
と
し
て
い

る
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
。 



※
註
記
４
：
鏡
智
は
、
普
賢
菩
薩
の
大
円
鏡
智
。 

※
註
記
５
：
神
宮
寺
は
、
神
仏
習
合
に
よ
り
、
神
社
に
付
属
し
て
建
立
さ
れ
た
寺
。 

※
註
記
６
：
荏
苒
は
、
何
も
し
な
い
ま
ま
時
が
過
ぎ
る
こ
と
。 

※
註
記
７
：
四
祀
は
、
四
年
。 

 

●
本
文
：
靈
仙 
不
知
何
去 

神
人
髣
髴
如
存 

忿
歳
精
之
無
記 

惜
王
侯
之
不
遊 

思
餓
虎
而
不

遇 

訪
子
喬
而
適
去 

觀
花
藏
於
心
海 

念
實
相
於
眉
山 

蘊
蘊
遮
寒 

蔭
葉
避
暑 

喫
菜
喫
水 

樂
在
中 

乍
彳
乍
亍 

出
塵
外 

九
皐
鶴
聲 

易
達
于
天 

書
き
下
し
：
靈
仙
、

何
い
ず
く

に
か
去
る
を
知
ら
ず
。
神
人
髣
髴

ほ
う
ふ
つ

と
し
て
存
す
る
が
如
し
。
歳 さ

い

精 せ
い

の
記
す
こ
と

な
き
を
忿
り
、
王
侯
の
遊
ば
ざ
る
を
惜
し
む
。
餓 が

虎 こ

を
思
っ
て
遇
わ
ず
子 し

喬
き
ょ
う

を
訪
ね
て

適
た
ま
た
ま

去
る
。

花
藏
を
心
海
に
觀
じ
實
相
を
眉
山
に
念
ず
。
蘊
蘿

う

ん

ら

寒
を
遮
し
蔭
葉
暑
を
避 よ

け

る
。
菜
を
喫 く

い
水
を
喫 の

ん
で

樂
し
み
（
そ
の
）
中
に
在
り
、

乍
た
ち
ま

ち
彳 あ

ゆ

み
乍
ち

亍
と
ど
ま

り
塵
の
外
に
出
づ
。
九

皐

き
ゅ
う
こ
う

の
鶴
の
聲
は
天
に
達

し
易
し
。 

私
訳
：
霊
山
に
住
む
神
仙
は
ど
こ
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
。（
し
か
し
）
神
仙
は
目
の
当
り



に
見
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
中
国
前
漢
時
代
の
文
人
東
方
朔
が
そ
の
『
海
内
十
洲
記
』
に
日
光
山

を
記
さ
な
か
っ
た
こ
と
を
忿
り
、
文
人
遊
客
の
王
孫
が
遊
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
惜
し
む
。
（
釈
迦
前
生

譚
の
捨
身
飼
虎
に
な
ら
い
）
餓
え
た
虎
を
思
っ
て
も
遇
わ
ず
、
（
中
国
周
代
の
仙
人
）
王
子
喬
を
訪
ね

て
も
、
予
期
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
（
大
き
な
鳥
に
な
っ
て
）
飛
び
去
っ
て
い
た
。
（
華
厳
に
言
う
）
蓮

華
蔵
世
界
を
心
の
大
海
（
湖
水
）
に
観
じ
諸
法
の
実
相
を
仏
の
白
毫
（
須
弥
山
＝
日
光
山
（
男
体
山
）
）

に
念
ず
。
密
集
し
た
蔦
・
蔓
は
寒
さ
を
さ
え
ぎ
り
繁
茂
し
た
木
の
葉
は
暑
さ
を
避
け
る
。
野
菜
（
蔬
食

＝
青
物
）
を
食
べ
水
を
飲
ん
で
、
楽
し
み
は
そ
の
な
か
に
あ
り
、
に
わ
か
に
少
し
歩
ん
で
佇
み
な
が
ら

俗
世
の
外
に
出
た
。
奥
深
い
沼
沢
で
鳴
く
鶴
の
声
の
よ
う
に
世
間
か
ら
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
て
も
名
声

は
自
然
と
天
に
ま
で
伝
わ
る
も
の
で
あ
る
。 

 

※
註
記
１
：
靈
仙
、
神
人
は
、
霊
山
に
住
む
聖
仙
・
神
仙
。
中
国
の
神
仙
思
想
。 

※
註
記
２
：
髣
髴
は
、
目
の
当
た
り
に
見
る
、
あ
り
あ
り
と
想
像
す
る
、
よ
く
似
て
い
る
、
の
意
。 

※
註
記
３
：
歳
精
は
、
『
海
内
十
洲
記
』
を
撰
し
た
前
漢
の
文
人
東
方
朔
の
こ
と
。
『
海
内
十
洲
記
』
は
晋

代
以
降
の
偽
作
と
も
言
わ
れ
る
。
「
忿
～
」
は
日
光
山
の
こ
と
が
『
海
内
十
洲
記
』
に
記
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
を
怒
っ
た
、
の
意
。 

※
註
記
４
：
王
侯
は
、
古
代
中
国
の
隠
者
王
孫
。
隠
者
は
世
俗
か
ら
離
れ
山
に
隠
遁
し
な
が
ら
詩
を
詠
み

学
を
好
み
景
勝
に
遊
ぶ
賢
人
。 

※
註
記
５
：
子
喬
は
、
仙
人
王
子
喬
。 



※
註
記
６
：
花
藏
は
、
『
華
厳
経
』
が
説
く
蓮
華
蔵
世
界
。 

※
註
記
７
：
實
相
は
、
諸
法
実
相
。 

※
註
記
８
：
眉
山
は
、
仏
像
の
眉
間
に
あ
る
白
毫
の
小
さ
な
出
っ
張
り
。
須
弥
山
に
見
立
て
る
。 

※
註
記
９
：
蘊
蘿
は
、
密
集
し
た
つ
た
・
か
ず
ら
。 

※
註
記
１
０
：
彳
は
、
少
し
歩
い
て
立
ち
止
ま
る
。 

※
註
記
１
１
：
亍
は
、
た
た
ず
む
。 

※
註
記
１
２
：
九
皐
鶴
聲
は
、
鶴
鳴
九
皐
か
ら
と
る
。
九
皐
は
奥
深
い
沼
沢
。
世
間
か
ら
離
れ
て
暮
ら
し

て
い
て
も
、
名
声
が
自
然
と
伝
わ
る
こ
と
。 

 

●
本
文
：
去
延
暦
中 

柏
原
皇
帝
聞
之 

便
任
上
野
國
講
師 

利
他
有
時 

虚
心
逐
物 

又
建
立
華

厳
精
舎 

於
都
賀
郡
城
山 
就
此
往
彼 

利
物
弘
道 

書
き
下
し
：
去
ん
ぬ
る
延
暦
中
、
柏

原

か
し
わ
ば
ら

皇
帝
こ
れ
を
聞
き

便
す
な
わ

ち
上
野
國
の
講
師
に
任
ず
。
他
を
利
す
る

に
時
あ
り
虚
心
に
し
て
物
に

逐
し
た
が

う
。 

又
華
厳
精
舎
を
都
賀
郡
城
山
に
建
立
し 

就
此 こ

こ

に
就
き

彼
か
し
こ

に

往
き
て
物
を
利
し
道 ど

う

を
弘
む
。 

私
訳
：
去
る
延
暦
十
四
年
、
桓
武
天
皇
が
以
上
の
こ
と
を
聞
き
（
勝
道
上
人
を
）
上
野
國
の
講
師
に
任
じ



た
。
他
を
利
す
る
の
に
時
間
を
費
や
し
私
心
な
く
人
び
と
に
従
う
。
ま
た
都
賀
郡
城
山
に
華
厳
寺
を
建

立
し
、
こ
こ
か
し
こ
に
行
っ
て
人
々
を
利
益
し
仏
道
を
弘
め
た
。 

 

※
註
記
１
：
柏
原
皇
帝
は
、
桓
武
天
皇
の
別
称
。 

※
註
記
２
：
上
野
國
は
、
群
馬
県
。 

※
註
記
３
：
精
舎
は
、
今
で
言
う
寺
。 

 

●
本
文
：
去
大
同
二
年 

國
有
陽
九 

洲
司
令
法
師
祈
雨 

師
則
上
補
陀
落
山
祈
禱 

應
時
甘
雨
滂

霈 

百
穀
豐
登 

所
有
佛
業 

不
能
縷
説 

咨
日
車
難
駐 

人
間
易
變 

從
心
忽
至 

四
蛇
虚
羸 

攝
誘
是
務 

能
事
畢
矣 
前
下
野
伊
博
士
公 

與
法
師
善 

秩
滿
入
京 

于
時
法
師 

歎
勝
境
乃

無
記 

要
屬
文
於
余
筆 

伊
公
與
余 

故
固
辭
不
免 

課
虚
抽
毫 

乃
爲
銘
曰 

書
き
下
し
：
去
ん
ぬ
る
大
同
二
年
、
國
に
陽

九

よ
う
き
ゅ
う

あ
り
。
洲
の
司
は
法
師
を
し
て
祈
雨
せ
し
む
。
師
は
則

ち
補
陀
落
山
に
上
り
祈
禱
す
。
時
に
應
じ
て
甘
雨
滂
霈

ぼ
う
は
い

し
百
穀
豐 ほ

う

登 と
う

た
り
。
有
つ
所
の
佛
業
は
縷
し
く

説
く
こ
と
能
わ
ず
、
咨 あ

あ

、
日
車
は
駐 と

ど

め
難
く
人
の
世
は
變
り
易
し
。
從
心
忽
ち
に
至
り
、 

四
蛇
は
虚

羸
す
。
攝
誘
是
れ
務
め
能
く
事
を
畢
わ
ん
ぬ
。 



 

前
の
下
野
伊
博
士
公
は
法
師
と
善
く
、
秩
滿
し
て
入
京
す
。
時
に
法
師
、
勝
境
の
記
す
こ
と
な
き
を
歎

き

屬
し
ょ
く

文
を
余 よ

の
筆
に
要 も

と

む
。
伊
公
余
に
與 く

み

す
る
が
故
に
固
辭
摺
れ
ど
も
免
が
れ
ず
。
虚
し
き
を

課
こ
こ
ろ

み

毫 ご
う

を

抽
ぬ
き
だ

し
乃
ち
銘
を
爲 つ

く

っ
て
曰
く
、 

私
訳
：
去
る
大
同
二
年
、
国
に
災
い
が
あ
っ
た
。
下
野
国
の
国
司
は
勝
道
上
人
に
請
雨
法
の
祈
祷
を
さ
せ

た
。
す
な
わ
ち
上
人
は
補
陀
落
山
に
登
っ
て
祈
祷
を
行
っ
た
。
時
が
来
て
甘
露
の
雨
が
大
量
に
降
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
穀
物
は
豊
か
に
実
っ
た
。
保
っ
て
い
る
仏
の
よ
う
な
行
い
は
詳
し
く
説
く
こ
と
が
で
き
な

い
。
あ
あ
、
天
が
け
る
車
（
太
陽
＝
日
）
は
留
め
お
く
こ
と
難
し
く
人
の
世
は
変
り
や
す
い
。
七
十
才

に
た
ち
ま
ち
達
し
身
体
の
四
大
は
む
な
し
く
衰
え
る
。
つ
と
め
て
人
々
（
衆
生
）
を
仏
道
に
摂
し
誘
導

し
よ
く
な
す
べ
き
事
を
成
し
遂
げ
た
。 

前
の
下
野
の
伊
博
士
公
は
上
人
と
親
し
く
、
（
下
野
国
で
の
）
官
職
を
任
期
満
了
し
て
京
に
帰
っ
た
。

時
に
上
人
、
（
日
光
山
と
い
う
）
景
勝
の
地
が
（
『
海
内
十
洲
記
』
）
に
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
歎
き
、

私
の
筆
で
文
章
を
つ
く
る
こ
と
を
求
め
た
。
伊
公
は
私
と
は
親
し
い
間
柄
な
の
で
、
固
辞
し
て
も
免
れ

な
か
っ
た
。（
と
も
か
く
も
）
む
だ
か
も
し
れ
な
い
が
筆
を
執
り
銘
を
つ
く
っ
て
曰
く
、 

 

※
註
記
１
：
陽
九
は
、
災
い
、
災
厄
。
世
界
の
終
末
を
意
味
す
る
陰
陽
の
説
。
九
は
陽
に
あ
た
る
奇
数
の

行
き
づ
ま
り
の
数
と
す
る
説
、
ま
た
陽
の
厄
が
五
で
陰
の
厄
が
四
で
あ
り
、
そ
れ
を
合
せ
た
と
す
る
説



が
あ
る
。 

※
註
記
２
：
洲
は
下
野
国
、
司
は
国
司
。 

※
註
記
３
：
甘
雨
滂
霈
は
、
大
量
の
甘
露
の
雨
、
の
意
。
甘
露
は
、
天
子
が
仁
政
を
行
う
と
天
か
ら
降
っ

て
く
る
甘
い
雨
水
。
人
に
恵
み
を
施
す
、
の
意
。 

※
註
記
４
：
從
心
は
、
七
十
才
。『
論
語
』
為
政
篇
に
「
子
曰
～
七
十
而
從
心
所
欲
～
」
と
あ
る
。 

※
註
記
５
：
四
蛇
は
、
人
間
の
身
体
の
構
成
要
素
の
地
・
水
・
火
・
風
。
四
大
。 

※
註
記
６
：
虚
羸
は
、
む
な
し
く
衰
え
る
こ
と
。 

※
註
記
７
：
秩
滿
は
、
官
職
を
任
期
満
了
す
る
こ
と
。 

※
註
記
８
：
屬
文
は
、
文
章
を
つ
く
る
こ
と
。 

 

●
本
文
：
鶏
黄
裂
地 

粹
氣
昇
天 
蟾
烏
運
轉 

萬
類
跰
闐 

 

山
海
錯
峙 

幽
明
殊
阡 
俗
波
生
滅 

眞
水
道
先 

 

一
塵
構
嶽 

一
滴
深
湖 

埃
涓
委
聚 

晝
餝
神
都 

 

嶺
岑
不
梯 

鸑
鷟
無
圖 

皚
々
雪
嶺 

曷
矚
誰
廬 

 

沙
門
勝
道 

竹
操
松
柯 

仰
之
正
覺 
誦
之
達
磨 

 

歸
依
觀
音 

禮
拝
釋
迦 

殉
道
斗
藪 
直
入
嵯
峨 

書
き
下
し
：
鶏
黄

け
い
こ
う

地
を
裂
き
粹
氣
天
に
昇
る 

蟾
烏

ぜ

ん

う

運
轉
し
萬
類
跰
闐
す
。 



 

山
海
は

錯
ま
じ
り
あ

い

峙
そ
ば
だ

ち
幽
明
阡
を
殊
に
す
。
俗
波
は
生
滅
し
眞
水
は
道
の
先
た
り
。 

 
一
塵
は
嶽
を
構
え
一
滴
は
湖
を
深
く
す
。
埃
涓

あ
い
え
ん

委 す

て
お
く
も
聚
ま
り
神
都
を
畫
餝

が
し
ょ
く

す
。 

 

嶺
岑
は

梯
は
し
ご

せ
ず 

鸑
鷟

が
く
さ
く

は
圖
る
こ
と
な
し
。
皚
々

が
い
が
い

た
る
雪
嶺
は

曷
い
ず
く

ん
ぞ
矚 み

誰
か

廬
い
お
り

せ
ん
。 

 

沙
門
勝
道
は
竹
の
操
松
の
柯 か

。
之
の
正
覺
を
仰
ぎ
之
の
達
磨
を
誦
す
。 

 

觀
音
に
歸
依
し
釋
迦
を
禮
拝
す
。
道
に

殉
し
た
が

っ
て
斗
藪

と

そ

う

し
嵯
峨
に
直
入
す
。 

私
訳
：
天
地
が
混
沌
た
る
時 

地
を
裂
き
、
清
浄
な
気
が
天
に
昇
っ
た
。
ヒ
キ
ガ
エ
ル
の
住
む
月
も
烏
が

住
む
太
陽
も
運
行
し
、
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
が
は
び
こ
っ
た
。
山
海
は
ま
じ
わ
っ
て
そ
ば
だ
ち
、
あ
の
世

と
こ
の
世
は
道
を
異
に
す
る
。
世
俗
の
波
は
生
滅
を
く
り
返
し
、
真
理
の
水
は
道
理
の
極
み
で
あ
る
。

一
つ
の
塵
は
（
積
も
れ
ば
）
高
い
山
と
な
り
、
一
つ
の
水
滴
は
湖
の
水
を
深
く
す
る
。
ほ
こ
り
と
水
の

し
ず
く
は
捨
て
お
く
も
集
り
、
神
仙
の
住
む
所
（
日
光
山
）
を
描
き
か
ざ
る
。
山
峰
の
頂
上
は
雲
の
架

け
橋
に
な
ら
ず
、
神
鳥
も
山
の
高
さ
を
図
る
こ
と
が
な
い
。
一
面
の
雪
で
真
っ
白
な
雪
嶺
は
何
故
に
見
、

誰
が
庵
を
結
ぼ
う
か
。
沙
門
勝
道
は
志
操
堅
固
に
し
て
竹
の
操
や
松
の
枝
に
喩
え
ら
れ
る
。
そ
の
サ
ト

リ
を
仰
ぎ
そ
の
仏
法
を
誦
す
。
観
世
音
菩
薩
に
帰
依
し
釈
尊
を
礼
拝
す
る
。
仏
道
に
し
た
が
っ
て
山
林



修
行
を
行
い
高
く
そ
び
え
る
山
に
直
入
し
た
。 

 
※
註
記
１
：
鶏
黄
は
、
鶏
卵
の
黄
味
が
白
味
に
覆
わ
れ
て
い
る
さ
ま
。
天
地
が
ま
だ
分
れ
な
い
混
沌
、
の

意
、 

※
註
記
２
：
粹
氣
は
、
清
浄
な
気
。 

※
註
記
３
：
蟾
烏
。
蟾
は
月
に
い
る
と
い
う
ヒ
キ
ガ
エ
ル
。
烏
は
太
陽
に
い
る
と
い
う
三
羽
の
烏
。 

※
註
記
４
：
幽
明
は
、
こ
の
世
と
あ
の
世
。 

※
註
記
５
：
阡
は
、
道
、
あ
ぜ
道
、
墓
道
。 

※
註
記
６
：
埃
涓
は
、
ほ
こ
り
と
水
の
し
ず
く
。 

※
註
記
７
：
畫
餝
は
、
描
き
か
ざ
る
、
の
意
。 

※
註
記
８
：
神
都
は
、
神
仙
の
住
む
所
、
日
光
山
。 

※
註
記
９
：
嶺
岑
は
、
山
の
頂
上
。 

※
註
記
１
０
：
鸑
鷟
は
、
鳳
凰
の
一
種
の
神
鳥
。 

※
註
記
１
１
：
皚
々
は
、
一
面
の
雪
で
真
っ
白
な
、
の
意
。 

※
註
記
１
２
：
斗
藪
は
、
山
林
修
行
。 

※
註
記
１
３
：
嵯
峨
は
、
高
く
そ
び
え
る
山
。 

  



●
本
文
：
龍
跳
絶
巘 

鳳
擧
經
過 

神
明
威
護 

歷
覽
山
河 

 
 
 

 

山
也
崢
嶸 

水
也
泓
澄 

綺
花
灼
々 

異
鳥
嚶
々 

 
 
 

 

地
籟
天
籟 

如
筑
如
箏 

異
人
乍
浴 

音
樂
時
鳴 

 
 
 

 
一
覽
消
憂 

百
煩
自
休 

人
間
莫
比 

天
上
寧
儔 

 
 
 

 
孫
興
擲
筆 

郭
詞
豈
周 

咄
哉
同
志 

何
不
優
遊 

書
き
下
し
：
龍
は
絶
巘

ぜ
つ
け
ん

に
跳 お

ど

り

鳳
お
お
と
り

は
擧 あ

が

り
て
經 へ

過 か

す
。
神
明
は
威
護
し
て
山
河
を
歷
覽

れ
き
ら
ん

す
。 

 
 

 
 

 

山
ま
た
崢
嶸

そ
う
こ
う

に
し
て
水
ま
た
泓お

う

澄
ち
ょ
う

た
り
。
綺
花
は
灼

々

し
ゃ
く
し
ゃ
く

と
し
て
異
鳥
嚶
々

お
う
お
う

た
り
。 

地
籟

ち

ら

い

天
籟

て
ん
ら
い

は
筑ち

く

の
如
く
箏そ

う

の
如
し
。
異
人
乍

た
ち
ま

ち
浴
し
て
音
樂
時
に
鳴
る
。 

 
 

 
 

 

一
覽
し
て
憂
を
消
し
百
の
煩
い
自
ら
休
す
。
人
間

じ
ん
か
ん

に
比

た
ぐ
い

莫な

く
天
上
に
寧む

し

ろ

儔
と
も
が
ら

あ
り
。 

 
 

 
 

 

孫
興

そ
ん
き
ょ
う

筆
を
擲
げ
郭
の
詞

こ
と
ば

豈あ
に

周
あ
ま
ね

か
ら
ん
や
。
咄と

っ

哉さ
い

、
志
を
同
じ
く
し
て
何
ぞ
優
遊
せ
ざ
ら
ん

や
。 

私
訳
：
霊
獣
の
龍
は
水
中
よ
り
飛
翔
し
て
険
し
い
山
の
頂
き
で
跳
び
は
ね
、
霊
鳥
の
鳳
は
天
高
く
舞
い
上

が
っ
て
四
海
の
外
ま
で
飛
び
行
く
。
天
神
地
祇
は
山
河
を
霊
威
で
護
り
巡
覧
す
る
。 



山
は
ま
た
高
く
険
し
く
、
水
は
ま
た
深
く
澄
ん
で
い
る
。
美
し
い
花
は
光
に
照
り
映
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

鳥
が
お
互
い
に
鳴
き
合
っ
て
い
る
。 

地
上
に
吹
く
風
も
大
空
に
吹
き
渡
る
風
も
筑
や
箏
の
音
色
の
如
く
し
て
、
天
人
は
す
ぐ
に
そ
の
音
色
に

反
応
し
適
宜
音
楽
を
鳴
ら
す
。 

（
天
地
を
）
一
覧
し
て
憂
い
を
消
し
、
諸
々
の
煩
い
ご
と
は
自
然
に
休
止
す
る
。
人
の
世
間
に
は
比
類

す
る
も
の
な
く
、
天
上
界
に
む
し
ろ
同
類
は
い
る
。 

中
国
六
朝
時
代
、
東
晋
の
文
人
孫
綽
は
筆
を
投
げ
、
西
晋
。
東
晋
の
卜
占
家
・
予
言
者
の
郭
璞
の
言
葉

は
ど
う
し
て
す
べ
て
を
言
い
表
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。「
咄
哉
」（
オ
イ
オ
イ
、
あ
ぁ
）
、（
勝
道
上
人
と
）

志
を
同
じ
く
し
て
何
故
（
人
は
）
優
遊
自
適
し
な
い
の
だ
ろ
う
。 

 

※
註
記
１
：
絶
巘
は
、
険
し
い
山
の
頂
上
。 

※
註
記
２
：
神
明
は
、
天
神
地
祇
。 

※
註
記
３
：
歷
覽
は
、
次
々
と
見
て
歩
く
こ
と
。
見
て
巡
る
こ
と
。 

※
註
記
４
：
崢
嶸
は
、
山
や
谷
が
高
く
険
し
い
こ
と
。 

※
註
記
５
：
泓
澄
は
、
水
が
深
く
澄
ん
で
い
る
こ
と
。 

※
註
記
６
：
綺
花
は
、
美
し
い
花
。
あ
で
や
か
な
花
。 

※
註
記
７
：
灼
々
は
、
花
が
光
に
照
り
映
え
る
さ
ま
。 

※
註
記
８
：
異
鳥
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
。 



※
註
記
９
：
嚶
々
は
、
鳥
が
鳴
き
合
っ
て
い
る
さ
ま
。 

※
註
記
１
０
：
地
籟
は
、
地
上
に
吹
く
風
の
音
。 

※
註
記
１
１
：
天
籟
は
、
空
を
吹
き
渡
る
風
の
音
。 

※
註
記
１
２
：
筑
は
、
中
国
（
宋
代
頃
ま
で
）
の
弦
楽
器
。
細
く
な
っ
て
い
る
頸
を
左
手
で
持
ち
、
五
弦

を
右
手
の
竹
棒
で
打
ち
鳴
ら
す
。 

※
註
記
１
３
：
箏
は
、
和
琴
に
似
た
長
胴
の
弦
楽
器
。 

※
註
記
１
４
：
異
人
は
、
徳
の
す
ぐ
れ
た
天
神
・
菩
薩
・
仏
。 

※
註
記
１
５
：
孫
興
は
、
中
国
六
朝
時
代
、
東
晋
の
文
才
の
誉
れ
高
い
文
人
、
孫
綽
。 

※
註
記
１
６
：
郭
は
、
同
じ
く
西
晋
・
東
晋
の
文
人
・
卜
占
家
、
郭
璞
。 

※
註
記
１
７
：
咄
哉
は
、「
こ
ら
こ
ら
」「
オ
イ
オ
イ
」「
あ
ぁ
あ
ぁ
」
な
ど
、
叱
咤
し
た
り
嘆
息
す
る
言
葉
。

禅
で
は
「
咄
哉
咄
哉
」
と
言
う
。「
咄
」
を
「
拙
い
」
と
読
む
例
が
あ
る
が
、
ど
う
か
。 

 

●
本
文
：
人
之
相
知 

不
必
在
對
面
久
話 

意
通
則
傾
蓋
之
遇
也 

余
與
道
公 

生
年
不
相
見 

 

幸
因
伊
博
士
公 

聞
其
情
素
之
雅
致 
兼
蒙
請
洛
山
之
記 

余
不
才
當
仁 

不
敢
辭
讓 

 

輒
抽
拙
詞 

竝
書
絹
素
上 

詞
翰
俱
弱 

深
恐
玄
之
猶
白 

寄
以
瓦
礫 

表
其
情
至 

 

百
年
之
下 

莫
忘
相
憶
耳 

西
岳
沙
門 

遍
照
金
剛
題 

弘
仁
之
敦
祥
之
歳
月
次
壯
朔
三
十
之
癸
酉
也 



書
き
下
し
：
人
の
相
知
る
こ
と
、
必
ず
對
面
し
て
久
し
く
話
す
に
在
ら
ず
。
意

こ
こ
ろ

通
ず
れ
ば
則
ち
傾
蓋

け
い
が
い

の
遇

た
り
。
余
道
公
と
生
年

し
ょ
う
ね
ん

相
見
え
ず
、
幸
い
伊
博
士
公
に
因
り
て
、
其
の
情
素

じ
ょ
う
そ

の
雅
致
を
聞
き
、
兼
ね
て

洛
山

ら
く
せ
ん

の
記
を
請
う
こ
と
を
蒙
る
。
余
不
才
に
し
て
仁
に
當
る
。
敢
え
て
辭
讓

じ
じ
ょ
う

せ
ず
、
輒

す
な
わ

ち
拙
詞
を
抽 ぬ

き
、

竝
な
ら
び

に
絹
素
の
上
に
書
す
。
詞
翰

し

か

ん

俱
に
弱
く
し
て
、
深
く
玄
の
猶
白
き
を
恐
れ
る
。
寄
す
る
に
瓦
礫
を

以
て
し
、
其
の
情

じ
ょ
う

至し

を
表
す
。
百
年
の
下
忘
れ
る
こ
と
莫
く
し
て
相
憶
う
の
み
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
西
岳

せ
い
が
く

の
沙
門
遍
照
金
剛
題
す
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

弘
仁
の
敦と

ん

祥
し
ょ
う

の
歳 

月
次

つ
き
な
み

壯
朔

そ
う
さ
く

三
十
の
癸
酉
な
り
。 

私
訳
：
人
が
互
い
に
理
解
し
合
う
の
に
。
必
ず
対
面
し
て
長
く
語
り
合
う
必
要
は
な
く
、
心
が
通
じ
合
え

ば
偶
然
出
会
っ
た
人
と
も
た
ち
ま
ち
親
し
く
な
る
も
の
で
あ
る
。
私
は
、
勝
道
上
人
と
は
生
れ
て
か
ら

こ
の
方
お
会
い
し
た
こ
と
が
な
く
、
幸
い
伊
博
士
か
ら
本
心
か
ら
の
心
情
風
雅
を
聞
き
、
さ
ら
に
補
陀

洛
山
（
日
光
山
）
の
登
拝
記
を
書
く
よ
う
依
頼
を
受
け
た
。
私
は
文
才
が
な
い
の
だ
が
『
論
語
』
衛
霊



公
篇
十
五
に
「
子
曰
く
、
仁
に
当
り
て
は
師
に
も
譲
ら
ず
」
と
あ
る
の
で
、
敢
え
て
辞
退
せ
ず
、
た
だ

ち
に
拙
い
言
葉
を
選
び
出
し
、
白
紙
の
上
に
書
い
て
み
た
が
、
言
葉
も
文
も
調
わ
ず
、
前
漢
の
揚
雄
が

説
く
「
玄
」（
黒
）
が
「
玄
で
は
な
い
」
（
白
）
と
揶
揄
さ
れ
る
故
事
の
よ
う
に
な
る
こ
と
を
深
く
恐
れ

る
の
で
あ
る
。
寄
せ
集
め
た
言
葉
は
瓦
礫
の
よ
う
だ
が
、
私
と
し
て
は
心
を
こ
め
た
つ
も
り
で
あ
る
。

私
は
向
う
百
年
勝
道
上
人
の
こ
と
を
忘
れ
ず
思
い
つ
づ
け
る
の
み
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

高
雄
山
寺
の
沙
門
遍
照
金
剛
記
す
。 

弘
仁
五
年
八
月
三
十
日
（
癸
酉
）
で
あ
る
。 

 

註
記
１
：
傾
蓋
は
、
偶
然
に
出
会
っ
た
人
と
た
ち
ま
ち
親
し
く
な
る
こ
と
。『
孔
子
家
語
』
の
故
事
。 

註
記
２
：
道
公
は
、
勝
道
上
人
。 

註
記
３
：
生
年
は
、
生
れ
て
か
ら
こ
の
方
の
年
数
、
の
意
。 

註
記
４
：
伊
博
士
公
は
、
伊
博
士
。 

註
記
５
：
情
素
は
、
本
当
の
心
情
、
本
心
。 

註
記
６
：
雅
致
は
、
風
雅
な
趣
き
、
上
品
な
た
た
ず
ま
い
。 

註
記
７
：
洛
山
は
、
補
陀
洛
山
。
す
な
わ
ち
日
光
山
（
男
体
山
）
。 

註
記
８
：
仁
は
、
他
へ
の
思
い
や
り
（
孔
子
）
、
惻
隠
の
情
（
孟
子
）
。
儒
家
の
思
想
が
説
く
「
五
常
」
の

徳
の
最
初
。「
當
仁
」
は
『
論
語
』
衛
霊
公
篇
の
「
子
曰
當
仁
不
讓
於
師
」
（
子
曰
く
、
仁
に
当
り
て
は

師
に
も
譲
ら
ず
）
。 



註
記
９
：
辭
讓
は
、
遠
慮
し
て
辞
退
す
る
こ
と
、
謙
遜
し
て
他
に
譲
る
こ
と
、
謙
譲
。 

註
記
１
０
：
絹
素
は
、
白
絹
。
こ
こ
は
白
い
紙
。 

註
記
１
１
：
詞
翰
は
、
言
葉
と
文
。 

註
記
１
２
：
玄
の
猶
白
き
は
、
前
漢
の
思
想
家
揚
雄
の
『
太
玄
経
』
（
老
荘
思
想
を
採
り
入
れ
、
『
易
経
』

に
擬
し
た
易
学
説
）
に
説
か
れ
る
老
荘
の
根
本
原
理
「
玄
」
＝
黒
が
白
（
「
玄
」
で
は
な
い
）
と
揶
揄

さ
れ
る
故
事
。 

註
記
１
３
：
情
至
は
、
人
と
し
て
自
然
な
情
、
ま
ご
こ
ろ
の
こ
も
っ
た
心
情
。 

註
記
１
４
：
西
岳
は
、
高
雄
山
寺
。
現
、
神
護
寺
。 

註
記
１
５
：
敦
祥
は
、「
敦
牂

と
ん
そ
う

」
の
誤
記
。
敦
牂
は
十
二
支
の
「
午
」
。
午
歳
。
す
な
わ
ち
弘
仁
五
年
の
意
。 

註
記
１
６
：
月
次
は
、
毎
月
、
月
並
み
、
の
意
。 

註
記
１
７
：
壯
朔
は
、
陰
暦
の
八
月
。 


